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≪本システムで初めて運用を開始される方のために≫===================== 

  

本システムは、一般の運用システムと異なり、本格的な「資産運用」や「ファンド運用」

に設計されたビジネス専用型の「完全システム売買」株式運用モデルであることをご理解

ください。 

  

そのため、従来の投資手法とは大きく異なるところがありますので、本システムの趣旨に

ついて十分理解された上で運用いただきたいと思います。 

  

本システムの特徴は、 

  

 １.投資家の判断を一切必要としない完全システム売買である。 

 ２.空売りを採用し機械的連続売買を行う。 

 ３.多くの銘柄に分散する。 

 ４.ヘッジ比率に準じた運用を行う。 

 ５.損小利大の投資手法を基本とする。 

 ６.順張りを基本とする。 

 ７.レバレッジ運用が可能である。 

  

１.本システムは「完全システム売買」であるため、投資家の分析や判断は一切受け入れま

せん。売買はすべて本システムの指示に従って売買します。 

  

企業業績等におきましても、当研究所では企業業績はすでに株価に織り込み済みという

スタンスを取っているため、基本的には無視して売買します。 

    

２.本システムでは、仕掛け条件が合っていれば同銘柄での買いから空売り、そして、さら

に買いと連続売買を行います。これらの手法は、非常に画期的な手法であり、相場変動

におけるキャッシュポジションを減らし、投資金をフル稼動させて効率的な運用を行う

という点から構築された手法です。 

    

３.できるだけリスクを低減するために分散投資を行います。本システムは、一般の運用シ

ステムと異なり、本格的なビジネスユース・システムであるため、その収益を安定させ

るため多くの銘柄に分散します。 

はじめての運用 
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本システムで運用できる総投資金から、何銘柄に分散できるかを割り出します。分散さ

れた各銘柄は株数で調整し、できるだけ等金額になるようにします。 

  

本システムの性能をフルに発揮するには、３０銘柄以上の銘柄に分散する必要がありま

す。 

  

４.本システムの最大の特徴である「ヘッジ比率」を採用し運用します。ヘッジ比率は、相

場全体の変動を的確にキャッチし、その相場展開に合った資金配分を行い、適正なポジ

ションで運用を図ります。 

  

「ヘッジ比率」は、買いと空売りの資金量をヘッジ比率に合わせながら運用します。 

  

初めて運用を開始された場合は、早急にヘッジ比率に合わせるのではなく、買いと空売

りの資金量の比率を５０対５０程度で運用しながら徐々にヘッジ比率に合わせていきま

す。ある程度銘柄数が増えてきますと、転換銘柄を順次仕掛けることによりヘッジ比率

に合ってきます。 

  

５.投資における必勝法は「損小利大」にあるため、本システムは、これらの基本に沿った

運用を行います。投資とは「長期間にわたり継続して運用する」ことであり、これらの

考え方から、勝率は限りなく５０％に近づくため、投資の世界で勝利するには、「損小利

大」の手法以外にはないと考えます。 

  

６.本システムは、買いと空売りの連続売買であるため、どちらの売買にも有利なポイント

での売買を行わなければなりません。買いと空売りの連続売買を的確に行うためには「順

張り」が適しています。そのため、本システムではトレンド・フォローの順張りを採用

しています。 

  

７.本システムの基本ルールを理解し、忠実に実践されることにより、安定した運用が図れ

るものと思います。そのため、本システムでは、レバレッジを採用した運用も可能とな

り、より一層の資金効率を高めることができます。レバレッジは２倍程度までの運用が

可能です。 

   

以上が本システムの特徴であり、独自の投資スタイルの投資手法となります。そのため、

本システムで初めて運用を始められる投資家には、当初は戸惑われることもいくつかある

と思います。 
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特に、運用当初は損切りの連続となりますが(損切りまでの期間は短く、利食いまでの期間

が長くなるため)、これらは「損小利大」の投資手法であれば当然のことであり、これらを

理解していないと不安が生じることになります。 

  

本システムでの運用につきましては、「完全なシステム売買」とはどのような運用手法であ

るかということを完全に理解してからスタートしませんと、運用途中での迷いや挫折とな

りかねません。 

  

くれぐれも、本システムの趣旨を理解され納得された上で運用いただくことを願うもので

す。 
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本システムは、あらゆる投資家のニーズに合うよう「短期売買用」「中期売買用」「長期売

買用」の選択が可能となっています。投資家の投資資金量や投資スタンス合った運用を選

択することができます。 

 

本システムは本格的な「資産運用」や「ファンド運用」に設計されたビジネス専用型の株

式運用モデルです。「完全なシステム売買 (機械的売買) 」で運用を行うものです。売買は

本システムの売買ルールに基づいて売買します。 

  

損は小さく早めに処分する、利益は限りなく大きく取るという株式投資の必勝法である「損

小利大」の投資原則に忠実に従った売買手法を取り入れています。 

  

同一銘柄で「買い」と「空売り」の連続した売買を行なうため、投資資金は休むことなく

フル稼働し、投資パフォーマンスを最大限に引き出すことができます。また、売買は相場

の上昇下降の変動に自動的に対応した「ヘッジ比率」を採用し、市場の変動に添った売買

が可能となるよう設計されています。 

  

本システムは従来の株式投資手法と異なり、投資家自身の投資判断等は一切必要とせず、

システムの指示による売買のため、投資家によっては非常に違和感を覚えるところもある

と思います。また、本システムは、「順張り手法」を用いているため、底値での買い、天井

での売りとならず、一般的な売買をされている投資家にとっては戸惑いを感じるところ 

もあると思います。 

  

しかし、本システムは投資資金を最大限に生かした従来にはない特殊な連続売買手法であ

ることをご理解ください。これらは本システム内の「パフォーマンス」をご覧いただけれ

ば、その内容(成績)により、ご理解いただけるものと考えます。 

  

本システムの運用に当たっては、投資家自身の分析や判断は一切受け入れません。必ず本

システムの売買ルールに従って売買してください。 

 

本システムは「完全なシステム売買」であるため、その本質を十分理解された上で運用さ

れることを願うものです。 

 

 

 

本システムの概念 



 - 7 -

 

 

 

≪銘柄の選択≫==================================================== 

  

新規の仕掛け銘柄は必ず「本日の転換銘柄」の上位から選択します。まず、最初に、投資

資金量に応じてランク上位の何銘柄まで売買の対象にするか決定しておかなければなりま

せん。投資資金量と「パフォーマンス」などを参考に判断してください。 

 

リストされた銘柄は、すべて信用銘柄(貸借銘柄)です。銘柄によっては、規制などにより、

売買できない銘柄もありますので注意してください。 

  

本システムの性能をフルに発揮するためには、３０銘柄以上の銘柄分散を必要とします。 

 

≪仕掛け≫======================================================== 

仕掛け銘柄は必ず３０銘柄以上とし、これらを「本日の転換銘柄」の上位から順次選択し

ます。できるだけ多くの銘柄に分散します。個々の銘柄に対する投資金額は、株数で調整

し、できるだけ等金額になるよう投資資金を分割します。仕掛けは転換日の翌日の寄り付

き成り行きでの仕掛けが基本です。仕掛け後は「持株管理」に登録します。 

 

≪持ち株≫======================================================== 

「持株管理」に登録された持ち株は、転換があるか毎日点検します。本システム内にある

「パフォーマンス」を見てわかりますように、損となる場合は、その持続期間は短く、利

益になる場合は持続期間が長くなります。そのため当初は損切りが先行することになりま

す。この点を十分理解してください。ある程度期間が過ぎますと、持ち株全体の評価損益

は常にプラスの状態で推移するようになります。 

  

仕掛け後当初は、損切りが先行し、非常につらい時期となりますが本システムの売買ルー

ルに従った売買では、損切り分と持ち株の評価損益の合計による損失は、本システムで運

用するために当初準備した総投資金の２０％を上回ることはないというシミュレーション

結果が出ています。 

 

持ち株は、当初決めたランク以内にあることが原則です。もし、持ち株がランク以外にな

った場合には、すぐには処分せず、次の転換まで待って処分します。 

 

 

運用の手順 



 - 8 -

≪転換≫========================================================== 

持ち株が転換となった場合は、今まで持続していた銘柄を決済し、新たに同銘柄に対し反

対売買を行います。ただし、この場合、反対売買できる銘柄は、当初決めたランク以内に

あることが原則です。 

 

ランク外で決済となった場合は、ランク上位(当初決めたランク以内)の転換銘柄を待って乗

り換えてください。 

 

持ち株が当初決めたランク以内にあれば、投資家自身の判断での処分や決済を禁止します。 

 

また、信用取引の売買で信用期日の６ヶ月目となった場合には、該当銘柄を一旦処分し、

再度、同銘柄を仕掛け直します。 

  

 

■注意点■ 

  

<損切り幅について> 

仕掛け後に損益評価がマイナスとなり転換した場合は損切りということになりますが、本

システムでは、その損切り幅は仕掛け値から何パーセントという固定値は採用しておりま

せん。本システムにおいては、すべて分析指標の判定により、その転換を指示しています。

そのため、株価が大きく変動した場合などには、損切り幅が増大することもあります。  

  

これらの点を十分ご理解ください。しかし、これらの損切り幅の平均値は本システムの「パ

フォーマンス」に見られますように小幅な損切り幅となっています。 

 

<本システムの採用銘柄について>  

本システムで採用している銘柄は、すべて信用銘柄(貸借銘柄)です。本システムでの銘柄の

採用基準として、過去６ヶ月以内に売り残、または買い残の残高のない銘柄は採用してお

りません。採用銘柄につきましては随時見直して入れ替えを行います。 

  

<パフォーマンスについて> 

本システム内に表示されます「パフォーマンス」の数値につきましては、すべて過去のシ

ミュレーションの結果であり、本システムが、その成績を保証するものではありません。 

  

その理由のひとつとして、たとえば、ランキング下位の銘柄が転換となったものの仕掛け

条件等が合致せず、ランキングリストの上位に入っていなかった銘柄があったとします。
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しかし、それらの銘柄が、その後に大きな株価変動が起こり、突然ランキングリストの上

位にランクされた場合、それらの銘柄は、転換時にランク外であったため実際の仕掛けが 

できないにもかかわらず、その後の変動によって、突然ランク内に登場するということが

起きます。 

  

このような場合、実際に仕掛けのできない銘柄もランキング上位のパフォーマンスの数値

としてカウントされることになり、これらの不都合はシステム構築上やむを得ないことで

あり、パフォーマンス内容には、これらの点が含まれていることをご理解いただきたいと

思います。 

  

よって、一般的には実際の運用の成績において、表示されているパフォーマンスを下回る

結果となる場合が多くなります。しかし、全銘柄におけるパフォーマンスは常に正しいも

のとなります。 
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本システムを起動すると「スタートアップ画面」が立ち上がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パスワードを入力し「ＯＫ」ボタンをクリックしてスタートします。 

【注意】パスワードは必ずキーボードより小文字で入力します。貼り付けは不可。 

 

正常に起動できない場合、または接続が遅い場合は「本システムが接続できない場合の対

処法」を参照ください。 http://www.spsnet.jp/information.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面の解説および操作 

スタートアップ 
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各種操作を行うメニューボタンです。 

「操作・解説」「持株管理」｢銘柄リスト｣｢配当管理｣｢成績集計｣「パフォーマンス」「株価

データ」「コメント」「質問メール」「メモ帳」「お申し込み」「ホームページ」などの操作が

できます。 

 

 

 

 

 

 

本書です。本システムのマニュアルです。操作方法やその解説が掲載されています。 

マイクロソフトのワード(Microsoft word)やPDFファイル(Adobe Reader)で閲覧します。 

   

 

                                                

                       

 

 

 

 

 

 

      

 

                     

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワードは、マイクロソフトのワードがイン

ストールされていなければなりません 

PDFファイルは、アドビー・リーダーが

インストールされていなければなりませ 

ん。 

 

アドビー・リーダー(Adobe Reader)は、

http://get.adobe.com/jp/reader/ 
で無料でダウンロードできます。 

メニューバー 

操作、解説 
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仕掛けた銘柄を登録し管理します。「新規入力」「訂正」「削除」「転送」「並び替え」等がで

きます。 

 

持ち株リストは、短期、中期、長期売買用において、各売買ごとに別管理します。 

 

持ち株の一覧が表示されます。持ち株の管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「仕掛日」 持ち株を仕掛けた日。 

 「買／売」 買い、空売りの別。 

 「銘柄名」 持ち株の銘柄名。 

 「仕掛値」 持ち株を仕掛けた価格。 

 「株数  」  持ち株を仕掛けた株数。 

 「現在値」 データ更新日の終値の株価。 

 「損益  」 仕掛値と現在値の差。 

 「損益金」 仕掛値と現在値の差に株数を掛けた損益金。 

 「損益率」 仕掛値に対する現在値の損益率。 

 「日数  」 仕掛日からデータ更新日までの日数。 

 「ランク」 ランキングにおける持ち株の順位。 

 「転換 」 持ち株が反対転換した場合に「売転」「買転」を表示。 

 「メモ  」  メモの記録 

持株管理 
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■新規登録 

新規に仕掛けた銘柄を持ち株として登録します。 

「仕掛日」「買／売」「コード」「仕掛値」「株数」「メモ」の順で入力します。「仕掛日」は

日付ボックスの該当日をクリックして入力します。「メモ」は何かメモしておきたいことが

あれば入力します。全角で１５文字。半角で３０文字まで入力できます。 

新規登録の入力が完了しましたら「実行」ボタンをクリックします。 

  

■訂正 

すでに持ち株として登録されている銘柄の訂正を行います。 

「訂正」ボタンをクリックし、下段の持ち株リストより該当する銘柄をクリックします。

選択された銘柄は上段の各項目のボックスに表示されますので、ここで訂正箇所を修正し

ます。訂正が完了しましたら「実行」ボタンをクリックします。 

  

■削除 

間違って登録された銘柄を削除します。 

「削除」ボタンをクリックし、下段の持ち株リストより該当する銘柄をクリックします。

選択された銘柄は上段の各項目のボックスに表示されますので、削除したい銘柄に間違い

なければ「実行」ボタンをクリックします。 

  

■転送(決済リスト) 

持ち株リストに登録されている銘柄で、すでに決済となった銘柄は「決済リスト」に転送

し削除します。「転送(決済リスト)」ボタンをクリックし、下段の持ち株リストより該当す

る銘柄をクリックします。選択された銘柄は上段の各項目のボックスに表示されますので、

転送する銘柄に間違いがなければ「実行」ボタンをクリックします。決済リストに転送さ

れる項目は、「仕掛日」「買／売」「コード」「仕掛値」「株数」「メモ」です。 

  

■キャンセル 

入力された各項目をすべて削除します。 

  

■印刷 

持ち株リストに表示されている銘柄リストを印刷します。 

  

 

操作ボタン 
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■並び替え 

「仕掛け日」「コード番号」「損益金」「損益率」「ランク」の各項目について、「大きい順」

または「小さい順」に並び替えます。並び替え項目を選択し、「大きい順」または「小さい

順」を選択して、「並び替え」ボタンをクリックします。持ち株リストに並び替えられたリ

ストが表示されます。 

  

  

 

 

■全銘柄表示 

「持株管理」に登録されているすべての銘柄を持ち株リストに表示します。 

  

■買い銘柄のみ表示 

「持株管理」に登録されている銘柄の中から、買い銘柄のみを持ち株リストに表示します。 

  

■売り銘柄のみ表示 

「持株管理」に登録されている銘柄の中から、売り銘柄のみを持ち株リストに表示します。 

  

 

 

 

■建玉 

「持株管理」に登録されている銘柄をクリックすると、その建玉(売買代金「仕掛け値×株

数」)が表示されます。 

 

■集計の表示 

「持株管理」画面下部に「銘柄数」「投資金合計」「損益金合計」「損益率」が表示されます。

これらは持ち株リストに表示された銘柄の数値です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示の選択 

集計表示 
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仕掛けた銘柄を登録し管理します。「新規入力」「訂正」「削除」「転送」「並び替え」等がで

きます。 

 

決済リストは、短期、中期、長期売買用において、各売買ごとに別管理します。 

  

決済リストの一覧が表示されます。決済値等を入力し成績の評価を行います。 

 

決済が終了した銘柄を「持株管理」から転送し、決済日、決済値、手数料等を入力して成

績の評価をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「仕掛日」 持ち株を仕掛けた日。 

 「買／売」 買い、空売りの別。 

 「銘柄名」 持ち株の銘柄名。 

 「仕掛値」 持ち株を仕掛けた価格。 

 「株数  」 持ち株を仕掛けた株数。 

 「決済日」 持ち株を決済した日。 

 「決済値」 持ち株を決済した価格。 

 「手数料」 売買に要した手数料。 

 「諸経費」 売買手数料以外の経費。 

 「損益金」 仕掛値と決済値の差に株数を掛けた損益金。 

決済リスト 
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 「損益率」 仕掛値に対する決済値の損益率。 

 「日数  」 仕掛日から決済値までの日数。 

 「メモ  」  メモの記録 

 

 

 

 

■決済値入力 

「持株管理」より転送された銘柄の「決済日」「決済値」「手数料」や「諸経費」を入力し

ます。必要に応じ「メモ」を入力します。「諸経費」や「メモ」は無ければ入力不要です。 

 

「決済値入力」ボタンをクリックし、下段の決済リストより該当する銘柄をクリックしま

す。選択された銘柄は上段の各項目のボックスに表示されますので、各項目を入力し間違

いがなければ「実行」ボタンをクリックします。「決済日」は日付ボックスの該当日をクリ

ックして入力します。 

  

■訂正 

すでに決済として登録されている銘柄の訂正を行います。 

「訂正」ボタンをクリックし、下段の決済リストより該当する銘柄をクリックします。選

択された銘柄は上段の各項目のボックスに表示されますので、ここで訂正箇所を修正しま

す。訂正が完了しましたら「実行」ボタンをクリックします。 

  

■削除 

間違って登録された銘柄を削除します。 

「削除」ボタンをクリックし、下段の決済リストより該当する銘柄をクリックします。選

択された銘柄は上段の各項目のボックスに表示されますので、削除したい銘柄に間違いな

ければ「実行」ボタンをクリックします。 

  

■新規登録 

「持株管理」より転送されなかった銘柄や間違って削除してしまった銘柄などを新規に登

録します。 

 「仕掛日」「買／売」「コード」「仕掛値」「株数」「メモ」「決済日」 

 「決済値」「手数料」「諸経費」の順で入力します。 

 「仕掛日」は日付ボックスの該当日をクリックして入力します。 

 「決済日」は日付ボックスの該当日をクリックして入力します。 

 「メモ」は何かメモしておきたいことがあれば入力します。全角で１５ 

操作ボタン 
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 文字。半角で３０文字まで入力できます。 

 「諸経費」は、無ければ入力しないで結構です。 

 新規登録の入力が完了しましたら「実行」ボタンをクリックします。 

  

■キャンセル 

入力された各項目をすべて削除します。 

  

■仕掛日並替 

仕掛日を日付順に並び替えます。 

  

■決済日並替 

決済日を日付順に並び替えます。 

  

■印刷 

決済リストに表示されている銘柄リストを印刷します。 

  

 

 

 

決済リストに登録されている銘柄を、指定された期間内に該当する銘柄のみを決済リスト

に表示します。これらは「仕掛日」または「決済日」の選択ができます。 

  

■開始日 

「年」「月」「日」の順に指定し、それぞれ「選択」のリストより該当する年月日をクリッ

クして入力します。キーボードから直接入力することもできます。 

 

■終了日 

「年」「月」「日」の順に指定し、それぞれ「選択」のリストより該当する年月日をクリッ

クして入力します。キーボードから直接入力することもできます。 

  

■仕掛日 

仕掛け日による期間指定表示を行います。 

 

■決済日 

決済日による期間指定表示を行います。 

  

期間指定表示 
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■実行 

開始日および終了日が正しく入力できましたら「実行」ボタンをクリックします。指定さ

れた期間内の銘柄が決済リストに表示されます。 

  

■キャンセル 

間違って入力された場合に「キャンセル」ボタンをクリックします。 

  

  

 

  

■全銘柄表示 

「決済リスト」に登録されているすべての銘柄を決済リストに表示します。 

  

■買い銘柄のみ表示 

「決済リスト」に登録されている銘柄の中から、買い銘柄のみを決済リストに表示します。 

  

■売り銘柄のみ表示 

「決済リスト」に登録されている銘柄の中から、売り銘柄のみを決済リストに表示します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示の選択 
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配当金を管理します。配当金の受取金額や支払金額(空売りの場合は配当金を支払います) 

 

配当管理は、短期、中期、長期売買用において共通で利用します。 

 

配当管理の一覧が表示されます。配当管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日付 」 配当日。 

 「銘柄名」 配当があった銘柄名。 

配当管理 
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 「受取金額」配当を受けとった金額。 

 「支払金額」配当を支払った金額(空売り銘柄)。 

 「差引計」 受けとった金額と支払った金額の差し引き額。 

 

 

 

 

■入力 

配当のあった銘柄の登録を行います。 

日付」「コード」「受取金額」または「支払金額」の順で入力します。 

「日付」は日付ボックスの該当日をクリックして入力します。 

入力が完了しましたら「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

  

■訂正 

すでに登録されている銘柄の訂正を行います。 

「訂正」ボタンをクリックし、下段の配当リストより該当する銘柄をクリックします。選

択された銘柄は上段の各項目のボックスに表示されますので、ここで訂正箇所を修正しま

す。訂正が完了しましたら「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

  

■削除 

間違って登録された銘柄を削除します。 

「削除」ボタンをクリックし、下段の配当リストより該当する銘柄をクリックします。選

択された銘柄は上段の各項目のボックスに表示されますので、削除したい銘柄に間違いな

ければ「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

  

■キャンセル 

入力された各項目をすべて削除します。 

  

■並び替え 

配当のあった日付順に並び替えます。「並び替え」ボタンをクリックします。配当リストに

並び替えられたリストが表示されます。 

  

■期間設定 

期間を指定して表示します。「期間設定」で通し番号を設定して表示します。間違いなけれ

ば「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 

操作ボタン 



 - 21 -

■印刷 

配当リストに表示されている銘柄リストを印刷します。期間を設定して印刷する場合は「期

間設定」で通し番号を設定して印刷します。 

 

 

 

 

現在の持ち株やすでに決済した銘柄を一括集計した成績表です。 

 

「現在」「内訳」「詳細」について表示します。 

 

 

 

【現在】  現在の持ち株とすでに決済した銘柄を合わせた成績表です。 

 

<持株+決済> 

 銘柄数----------現在の持ち株とすでに決済した銘柄の数です。 

 投資金合計------現在の持ち株とすでに決済した銘柄の投資金合計です。 

 損益金----------現在の持ち株とすでに決済した銘柄の損益金合計です。 

 損益率----------現在の持ち株とすでに決済した銘柄の投資金合計に対 

         する損益金の割合です。 

成績表示 
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 日数------------現在の持ち株とすでに決済した銘柄の平均日数です。 

 年率概算--------現在の持ち株とすでに決済した銘柄の損益率の年率概 

         算です。[365÷日数(平均)×損益率] 

 

 

【内訳】  現在の持ち株とすでに決済した銘柄の内訳です。 

 

<持株> 

現在の持ち株を集計した成績です。" 

 

<決済> 

すでに決済した銘柄を集計した成績です。 

 

 

【詳細】  現在の持ち株とすでに決済した銘柄の詳細です。 

 

<持株(買)> 

現在の持ち株の買い銘柄のみを集計した成績です。 

 

<持株(売)> 

現在の持ち株の空売り銘柄のみを集計した成績です。 

 

<決済(買)> 

すでに決済した銘柄の買い銘柄のみを集計した成績です。 

 

<決済(売)> 

すでに決済した銘柄の空売り銘柄のみを集計した成績です。 
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本システムの対象銘柄に対する過去 4 年間の売買シミュレーション結果(パフォーマンス)

です。日々更新されます。本システムの「ランク」リストの上位からの成績が表示されま

す。「パフォーマンス」ボタンをもう一度クリックするとパフォーマンスの  表示が消えま

す。 

 

これらのパフォーマンスは、すべて過去のシミュレーション結果であり、今後の成績を保

証するものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示された株価チャート銘柄の日々の株価、出来高、信用残が表示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パフォーマンス 

株価データ 
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毎週一回程度、ＳＰＳ研究所より株式投資についての解説や投資技法のコメントがありま

す。過去のコメントも閲覧できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメント 
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本システムの不明な点の質問や株式全般の質問ができます。 メールにてお答えいたします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買において記録しておきたい事柄などを自由に書き込んで保存しておくことができます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問メール 

メモ帳 
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本システムのお申し込みができます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お申し込み 
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ＳＰＳ研究所のホームページにリンクします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「本日の転換銘柄」「ランキングリスト」「全銘柄リスト」「持ち株リスト」を選択されるこ

とにより、各リストの銘柄が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ 

銘柄リスト 



 - 28 -

 

 

 

 

 

 

 

■本日の転換銘柄 

本日、「上昇転換」または「下降転換」した銘柄を銘柄リストに表示します。「ランク」の

欄に順位が記載されています。新規の仕掛けは、このランクの上位(当初決めたランク内)

にある銘柄を仕掛けるようにします。それ以下の銘柄は無視してください。 

 

本システムの新規の仕掛けは、このリストからのみですので注意してください。表示され

たリストの銘柄をクリックすると株価チャートが表示されます。 

 

株価データ期間が２年に満たない銘柄は、分析計算が不安定になっているため避けてくだ

さい。 

 

■ランキングリスト 

ランク上位より表示します。最終転換日が表示してあります。仕掛け銘柄のリストではあ

りませんので注意してください。クリックすると株価チャートが表示されます。 

 

■全銘柄リスト 

東証全銘柄のコード番号順のリストです。転換日やランクが表示されます。 

 

■持ち株リスト 

「持株管理」に登録された銘柄が表示されます。持ち株が反対転換すると「売」「買」が表

示されますので、すみやかに反対売買を行います。 

 

■コード 

証券コードを入力すると株価チャートが表示されます。 

 

■色分けチャート 

「色分けチャート」にチェックを入れることにより、株価チャートの表示を上昇転換と下

降転換を色を分けて表示します。 

 

操作ボタン 
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■印刷 

銘柄リストを印刷します。上位何銘柄と指定して印刷できます。 

  

■「６ヵ月」～「４２ヶ月」 

株価チャートを表示する期間を選択します。 

  

■「短期、中期、長期」ボタン 

運用システム(短期、中期、長期)を変更する場合に利用します。 

本システムが短期、中期、長期の初期状態になります。 

  

■成績結果 

該当銘柄の過去３年間の売買結果です。 

チェックマークを消すと成績結果は表示されません。 

 

 ○売買回数--------該当銘柄の過去３年間の売買の回数です。 

          すべて、売り買いの連続売買です。 

 

 ○年率------------該当銘柄の過去３年間のすべての売買の年率概算数です。 

         計算方法は損益率×(３６５÷決済までの日数)。 

           概算値ですので参考程度に。 

 

 ○平均損益--------プラスで決済した売買とマイナスで決済した売買の平均の損益率で

す。 

    

○平均日数--------プラスで決済した売買とマイナスで決済した売買の決済までに要し 

   た日数の平均です。 

 

 ○勝率------------プラスで決済した売買とマイナスで決済した売買の比率です。 

 

○ プラス利益平均--該当銘柄の売買において(過去 3 年間)、プラスで決済した売買の平 

      均利益率です。 

 

 ○プラス平均日数--該当銘柄の売買において(過去 3 年間)、プラスで決済した売買の決済 

           までに要した平均日数です。 

 

 ○マイナス損失平均--該当銘柄の売買において(過去 3 年間)、マイナスで決済した売買の 
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            平均損失率です。 

  

○マイナス平均日数--該当銘柄の売買において(過去 3 年間)、マイナスで決済した売買の 

           決済までに要した平均日数です。 

  

【注意】 

上記の売買の成績は、すべて転換日の翌日の寄り付きで仕掛け、決済は 転換日の翌日の

寄り付きで決済したとしました。また、最終転換は更新 日の株価で決済したと仮定して

計算しています。 

 

 

 

 

本システムのデータが更新された日付および時間です。ご利用される時は必ず確認してく

ださい。 

  

 

 

 

 

 

 

■更新日時 

本システムのデータが更新された日付および時間です。 

 

■データ期間  

本システムのデータ保有期間です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新日時・データ期間 
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ヤフーファイナンスにリンクし、企業業績などを閲覧します。 

「企業」「単独」「連結」「中間」が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■企業 

ヤフーファイナンスにリンクし、チャート表示された銘柄の「会社概要」を表示します。 

  

■単独 

ヤフーファイナンスにリンクし、チャート表示された銘柄の「単独決算」を表示します。 

  

■連結  

ヤフーファイナンスにリンクし、チャート表示された銘柄の「連結決算」を表示します。 

  

■中間 

ヤフーファイナンスにリンクし、チャート表示された銘柄の「中間決算」を表示します。 

 

「企業」「単独」「連結」「中間」 

企業業績(ウェブサイト) 
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表示された銘柄の企業業績をグラフで表示します。 

 

 

 

 

 

 

■業績更新日 

該当銘柄の業績内容が更新された日を表示しています。 

  

■単独短期  

該当銘柄の単独業績を３期分(来期予想を含む)分析し、これらが東証全体のどの水準にある

かを表示してあります。最大１０ポイントとして業績を判定しています。 

  

■単独長期 

該当銘柄の単独業績を６期分(来期予想を含む)分析し、これらが東証全体のどの水準にある

かを表示してあります。最大１０ポイントとして業績を判定しています。 

  

■連結短期  

該当銘柄の連結業績を３期分(来期予想を含む)分析し、これらが東証全体のどの水準にある

かを表示してあります。最大１０ポイントとして業績を判定しています。 

  

■連結長期 

該当銘柄の連結業績を６期分(来期予想を含む)分析し、これらが東証全体のどの水準にある

かを表示してあります。最大１０ポイントとして業績を判定しています。 

  

■格付 

該当銘柄の財務体質の健全度を表した指標です。これらが東証全体のどの水準にあるかを

表示してあります。最大１０ポイントとして財務体質を判定しています。 

  

【注意】 

「業績指標グラフ」につきましては、当研究所の独自の手法による分析結果です。 

  

業績指標グラフ 
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■ヘッジ比率  

相場全体の動向を観察し、現在の「売り」と「買い」でどちらが優位であるかを判定した

指数です。全体を１００として判定しています。 

 

■持株比率 

現在「持株管理」に登録されている銘柄の「買い」と「売り」を比較した数値です。全体

を１００として判定しています。これらは売買代金(株価×株数)で計算しています。持ち株

は相場全体の動向を示す「ヘッジ比率」に合わせて売買します。  

 

 

 

 

 

■相場観測指数 

 

 

 

 

「相場観測指数」は、市場全体の相場動向を表した指数です。赤色(指数が「０」以上)は上

昇トレンド、青色(指数が「０」以下)は下降トレンドと判定します。 

 

「ヘッジ比率」は、相場全体における買いポジションと売りポジションの比率を表示しま

す。買い銘柄、売り銘柄をこれらの比率で売買することにより、ヘッジの役割を果たし安

全な運用が可能となります。ヘッジ比率は、０～１００の範囲で変動します。 

 

 

 

 

ヘッジ比率 

相場観測指数/ヘッジ比率 
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株価チャートは最大 3 年間(日足)表示されます。株価チャート上の赤の縦ラインは「上昇転

換」、青の縦ラインは「下降転換」です。黄色の点線は、株式分割(権利落ち)等のラインで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆株価チャート上でマウスを移動すると、株価チャート上部のボックスに株価や出来高や

転換の有無などの内容が表示されます。 

 

◆株価チャート上でマウスを右クリックすると縦、横のスケールラインが引かれます。 

 

◆「銘柄名」表示のところに「市場」「ランク」「単元株数」などが表示されます。 

  

■出来高/信用残 

該当銘柄の「出来高」と信用の「売り残」「買い残」が表示されます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

株価チャート・出来高/信用残
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過去 3 年間のトピックスのチャートが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常は表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システムにエラーが発生した場合、そのエラー内容の詳細が表示されます。 

 

■「エラー情報をＳＰＳ研究所に送信する」 

トピックスチャート 

エラー処理 
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「エラー情報をＳＰＳ研究所に送信する」のボタンをクリックすると、その内容がＳＰＳ

研究所に自動的に送信されます。 

 

■「再起動」 

「再起動」ボタンをクリックすると、本システムが再起動します。 

 

■「キャンセル」 

「キャンセル」ボタンをクリックすると次の処理に進みます。 

ただし、致命的なエラーの場合は作動しなくなる可能性があります。その場合は「再起動」

ボタンをクリックします。 

 

本システムが正常に作動しないようなエラーの場合は、「エラー情報をＳＰＳ研究所に送信

する」をクリックしてエラー内容を送信して下さい。早急に対処いたします。 

 

【注意】 

本システムは、通信回線を利用しデータの送受信を行うため、回線に障害が発生すると一

時的にエラーが発生する場合があります。このような場合、再度システムを起動して同じ

箇所で同様なエラーが発生しない場合は、システム上のトラブルではありませんので特に

問題にする必要はありません。通信によるエラーは、エラーナンバーが２０００番台です。 
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本システムのバージョンアップは、完全自動システムとなっています。バージョンアップ

された場合、システム起動時に自動的に処理されます。終了するまでそのままお待ちくだ

さい。 

 

画面１につづいて画面２が表示されます。その後バージョンアップされた画面が表示され

ます。 

画面１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            画面２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

                 

 

 

バージョンアップ 
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本システムは、パソコンのモニター画面サイズが 1280×1024 で作成されています。そ

のため、そのサイズ以下では画像が乱れたり、見えない部分が起こることもあります。し

かし、機能自体には問題ありません。 

 

パソコンのモニター画面サイズを変更する場合は、 

 

1. Windows の「スタート」ボタンをクリックする。 

2. 「コントロールパネル」を選択する。 

3. 「画面」を選択する。 

4. 「設定」のタブを選択する。 

5. 「画面の解像度」で画面サイズを設定する。 

6. 「適用」ボタンをクリックする。 

7. 「この設定を保存しますか」で、「はい」を選択する。 

 

これらの方法で変更してください。 

ただし、モニターによっては変更できない機種もあります。 

 

 

 

 

 

インターネットが閲覧できる環境であれば必ず本システムはご利用いただけます。 

接続ができない、接続に時間がかかる等につきましては下記の方法で対処してください。 

 

◆接続が不可能な場合  

通常、本システムの通信接続が不可能な場合、その多くは、ウィルスソフトによる「外部

サーバーへの接続不可」の設定がされています。これらの設定を「外部サーバーへの接続

可」にすることにより接続できるようになります。 

 

接続不可の設定解除の方法は、ウィルスソフト添付のマニュアルの「詳細設定」などに説

明してあると思います。もし、それらが分からない場合はメーカーに直接問い合わせると

良いと思います。 

 

また、ウィルスソフトなどのセキュリティシステムソフトにファイアウォールによる「外

部サーバーへの接続不可」の設定がなされている場合もあります。これらも「ヘルプ」や

添付されている「ドキュメント」等に説明してあると思います。 

 

もし、分からない場合は直接尋ねてみるのも良いと思います。最近は、ウィルスの蔓延な

モニター画面サイズ 

回線接続トラブルについて 
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どにより初期設定の段階から、「外部サーバーへの接続不可」の設定がなされているようで

す。 

 

本システムを利用されるためには、通信ソフト「インターネット・エクスプローラ(ﾏｲｸﾛｿﾌ

ﾄ) ５．０」以上がインストールされていることが条件です。 

 

「外部サーバーへの接続不可」との表現は、ご使用のモデムやルータによって異なります。 

 

詳しくは、下記をご参照下さい。 

http://www.spsnet.jp/information.html 

 

 

◆通信回線のフリーズについて 

フリーズとは、マウスやキーボードが操作不能の状態を言います。 

 

本システムは回線を利用し、サーバーとデータの送受信を行いますので必ず回線を接続し

てからご利用下さい。本システムの利用途中に回線の切断や混線その他の状況により一時

的にシステムダウンが起こることがあります。 

 

ご利用中にこのような状態が起こりますと、システムがフリーズ(コンピュータ操作不能の

状態)してマウスやキー操作が不能となります。このような場合、その回避策として下記の

方法で対処して下さい。 

 

(A) しばらくそのままお待ち下さい。再び自動的に回線が接続されます。 

 

(B) 長期間フリーズ状態になった場合。 

  ①キーボードより「Ｃｔｒｌ」「Ａｌｔ」「Ｄｅｌｅｔｅ」の３つのキーを同時時に押 

   します。機種によっては「ＣＴＲＬ」「ＧＲＰＨ」「ＤＥＬ」の場合もあります。 

  ②「プログラムの強制終了」の画面が表示されますので「終了」のボタンをクリック

します。 

  ③次の画面で「終了」のボタンをクリックします。 

  ④本システムがキャンセルされますので、再度システムを立ち上げてください。 

 

【注意】フリーズした状態でパソコンの電源を切ってしまいますと、システムのトラブル

の原因になりますので絶対に行わないでください。 
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システム売買については、まだ日本ではあまりなじみの少ない売買手法です。システム売

買というより「機械的売買法」と言ったほうが分かりやすいと思います。 

 

コンピュータの株式分析ソフトで自動的に売り、買いの指示が出て、投資家はそれに従い

売買を行なう。しかも利益が出る。「このようなシステムがあったら楽で良いのになあ」と

投資家であれば一度は考えたことと思います。 

 

システム売買は、ただ単にコンピュータから指示される売りや買いの指示に従って売買す

るだけです。非常に簡単な方法です。しかし、簡単で夢のようなシステムであれば誰でも

利用したいと考えるのも当然です。しかし、これらの手法がいまだ一般に認知されていな

いということは、その裏にはいろいろな問題点があるのも確かです。 

 

これらの問題点についてはいくつかあります。まず、第一に「システム運用に耐えられる

だけの分析システムがあるか」という問題です。これは大きな問題です。この問題をクリ

アできなければシステム売買を利用する意義が根底から崩れてしまいます。 

 

では「システム運用に耐えられる分析システム」とは何かということになります。簡単に

言えば「投資理論に裏づけされている」「過去の膨大なシミュレーションで収益が上がるこ

とが証明されている」「それらのシステムが実際の運用に耐えられる」などが上げられます。 

 

システム売買の開発でよく聞く話ですが、「過去の膨大なシミュレーションで、トータルで

収益が上がるシステムを開発した」という話しを聞いて見てみると、最大のドローダウン

か５０パーセントもあり実戦では使い物にはならないシステムであったりします。実際の

売買で一時的であっても投資金が５０パーセントも減ってしまっては運用には向きません。

このようにシステム売買を構築することは非常に困難ではありますが、一部の投資家は現

在でもこれらのシステム開発に挑戦し続けています。 

 

たしかに、株式投資で銘柄選びや売買タイミングを慎重に調査検証しても、その確率は５

０パーセント前後でしかないという現実から見ても、システム売買のような機械的な売買

でも大差はないような気もするのですが・・・。 

 

もし、何らかの簡単なテクニカル分析で機械的な売買を行ったとして、もう一方で投資家

自身が判断して売買を行った場合と比較してみるとどうなるでしょうか。これらは投資家

の技術的なレベルや経験にもよると思いますが、もし現在でも塩漬け銘柄を多く持ってい

る投資家であれば、簡単なテクニカル分析による機械的売買のほうが良かったと考えるの

ではないでしょうか。 

 

統計を取ってみると、たとえ結果的にマイナスの成績に終わったとしてもシステム売買の

指示通り売買した結果と、自己判断による売買の結果を比較すると、自動売買システムの

売買のほうが良い成績であったという検証も得られています。 

 

システム売買について 
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自己判断による売買は、どのような簡単な自動売買システムにもなかなか勝てないという

ことです。これは投資家の感情（欲）が災いするためです。株式投資で一番難しいことは、

投資知識や投資技術ではなく、本当は投資家の感情のコントロールなのです。 

 

次の問題点として、仮に「システム運用に耐えられるだけの分析システムがあった」とし

た場合。実際にこれらのシステムで運用を開始したとします。相場の上げ下げの確率は５0

パーセント前後であるため、何度も連続して損切りとなる場面があります。 

 

アメリカの投資家ラリー・ウィリアムズも言っていましたように、投資家は「そのシステ

ムで３回も連続して負けると、もうそのシステムは使わない」と。投資は「負けの続くゲ

ームである」とも言われています。投資家は常に不安の中で売買を繰り返しています。自

動売買システムの後押しがあっても実際に継続的な売買は困難となります。 

 

そのシステムに対する信頼性という問題もあります。自分で開発したシステムであればい

ざ知らず、他人の開発したシステムにどれだけの信頼を寄せられるかということです。シ

ステム売買の成績結果を見せられても、にわかに信用できないということが現実ではない

でしょうか。 

 

投資家はそれぞれ自分なりの投資スタイルを持っています。そのためシステムの指示して

くる売り、買いが、ことごとく投資家の考えと反対の指示をしてくる場合があり、投資家

はこれらの指示に従うことが困難となってきます。たしかに連続して損切りの指示があっ

たり、自分の投資判断と異なった指示をされたのでは、そのシステムに絶対の信頼を寄せ

ていない限り、その指示に従うことができなくなることも当然です。 

 

以上のように、相場の上げ下げの確率は５0 パーセント前後であるため、投資家の立場に立

つと、損切りが連続して続くと精神的に参ってしまい売買続行不可能となってしまいます。

このように機械的売買システムは、実際にその売買を行なってみると苦痛であり非常にハ

ードな売買となって継続が困難となります。このようにシステム売買には、いくつかの問

題があり一般化していないようです。 

 

 

<< 当研究所のシステム売買 >> 

 当研究所の考えるシステム売買とは、ある一定の条件のもとに選択された銘柄を買い付け

から売り決済へ、そして売り決済と同時に新規に空売りを仕掛け、空売り決済後さらに新

規に買い付けを連続して売買(どてん売買)を行う投資手法です。投資家の技術的な判断や主

観などは一切はさまず、相場の変動を気にすることなく売買サインに基づいて機械的に売

買を繰り返します。非常にシンブルな投資法です。 

 

一般の売買では、その売買のつど各指標などを分析・検討し、また過去の投資経験などに

より売買の判定を下すことが一般的であると思います。しかし、システム売買の場合は、

これら判断はすべてシステムの売買サインの指示に従い実践するわけですから、株価等の

検証などは一切必要なくなることになります。しかし、システム売買自体は一見簡単な売

買手法のように思われますが、実際運用し見るとなかなか思い通りにはならないようです。 
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ある程度株式投資の経験のある投資家は、自分なりの一定の投資スタイルを持っているも

のです。目先的な売買を得意とする投資家もいれば、中長期的な売買を得意とする投資家

もいます。いろいろな考えを持ち、いろいろな投資スタイルを持った投資家がひとつの決

められた売買手法で売買するということは、「株式投資で収益を上げる」という目的は共通

するものの、その売買技法は合い入れないという場合もあると思います。 

 

そのためシステム売買においては、投資家により向き不向きがあるのも事実です。しかし、

株式投資で「利益」のみを追求するのであれば、このシステム売買が最適であると思いま

す。 

 

システム売買は、その売買サインに従い何も考えず、そのまま証券会社に注文するだけで

あり、時間もかからず非常に簡単な方法です。しかし、実践する側から考えますと非常に

不安に感じるものであり、またそのパフォーマンスも期待する結果になるのだろうかと疑

問が起こるのも当然であると思います。 

 

これらの問題については、最終的には投資家自身がこれらのシステムを信頼して運用する

か否かに係ってきます。これらの解決策のひとつとしては、投資家自身が納得するまで模

擬売買を繰り返し、そのシステムの信頼性を投資家自身が確認する方法がベストではない

かと思います。 

 

システム売買には、その本質を見極め十分に理解されてからではないと、その継続的な運

用は難しいものとなります。 
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当研究所では、株式投資における長い投資経験により投資知識や株式分析法、投資手法に

ついては自信と実績があります。これらの積み上げられた投資技法により本システム「ス

ピードマスター・プラス」が構築されております。 

 

当研究所は株式投資に対して常に正面から真剣に取り組み、より実戦的で直接収益につな

がるシステム開発に努力してまいりました。今後もこの姿勢は変わらず、投資家の皆様の

投資活動に多少なりともお手伝いできるよう努力して参ります。 

 

当研究所が長年培ってまいりました投資技法につきましても、コメント欄等において公開

し、投資家の皆様の投資技術向上に貢献して参りたいと考えております。今後の投資シス

テム構築に際しては、常に多く皆様のからのご意見ご希望をお聞きしながら、できるだけ

投資家の皆様のニーズに合ったシステム作りを心がけます。 

 

本システムは最高レベルの株式分析システムであり、また使用されている手法や指標もす

べて当研究所が独自に研究開発した指標であるため、一部には難解なところもあると思わ

れます。本システムで実践する場合、本システムの売買手法を十分理解され、その上でシ

ミュレーション(模擬売買)を行ない、すべてマスターされた後に実践に入るようお願いいた

します。 

 

株式投資とは長い時間をかけて運用利益を積み上げていくものです。間違った考えやその

投資手法では一時的に利益を上げることができても、投資の基本から外れていては、いず

れ市場から撤退せざるをえない結果になります。 

 

株式投資の基本は、難しいことではなく誰でも知っているシンプルな方法なのです。間違

った考え方を排除し投資の基本に忠実に実践して、そして正しいリスクマネージメントを

行うことによってのみ成功するものであると考えます。 

 

正しい投資の基本を理解し、投資家自身に合った確固たる投資手法を身につけてい頂きた

く願うものです。 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 
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「株を極める! システム売買 プロのノウハウ」 

             著者 照沼佳夫  発行所 日本実業出版社 １８００円 

 

 

「株を極める! ロング・ショート戦略 勝利の方程式」 

             著者 照沼佳夫  発行所 日本実業出版社 １８００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本システム運用のための参考書籍 
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□ 利用料金 

 

トレンドストライカー・マルチ 

 

６ヶ月 ２２８，０００円 

１年間 ４１８，０００円 

 
 
 
□ お支払い先  
 

 
振込み先銀行名  三井住友銀行  
支店名      渋谷駅前支店  
口座番号     普通口座 １８１２０９３  

          エスピーエス ケンキュウショ （ＳＰＳ研究所））  
  
 
振込み先銀行名  ジャパンネット銀行（銀行番号００３３）  
支店名      本店営業部 （支店番号００１）   
カナ店名     ホンテン  
口座番号     口座番号 ６７００５６３ （普通預金）  

          エスピーエス ケンキュウショ （ＳＰＳ研究所） 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用料金 
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ＳＰＳ研究所の株式投資支援システム 

 

トレンドストライカー・マルチ 

運用マニュアル 
 

( 操作方法・指標の解説・運用方法 ) 

 

- Version 1.00 

 

 

発行 ＳＰＳ研究所 
150-0043 東京都渋谷区道玄坂 2-20-26-509 

 

電話 03-3770-2448 

ホームページ     http://spsnet.jp 

メールアドレス spsnet@spsnet.jp 

 

 

無断転載禁止 

 

 

 


